
砂浜に並べられた『スキットル（木製のピン）』めがけて『モルック（木製の投げる棒）』を投げ、

50点ピッタリになるよう、先に得点をした方が勝ち、というニュースポーツです。

【自然に学ぶ】

○（自然の中でスポーツをする）

・波の音を聞き、砂浜の楽しさを感じる。

【人とのつながり】

○（仲間・協力）

・班で話し合い、コミュニケーションを取りながら班の結束を高める。

【自分を高める】

○（アウトドアスキル）

・環境への適応（心身のリフレッシュ効果を高める）

【1】準備物

: モルック道具一式（最大10セット）、得点ボード

: 救急用品、帽子（あごひも付きが望ましい）、水とう、メモ用紙、筆記用具

【2】引率者の役割

○ 北海岸での安全管理

○ 活動のサポート

○ 用具の管理

○ 片付けの指導

【3】班編成

1チーム２人以上 ※1班5～6名が好ましい

○ 道具の数に限りがあるため、定員を越える場合は、実施の可否について相談をする。

○ 楽しみながら活動できるように工夫しても良い。

例）トーナメント方式　など

○ 北海岸入口は施錠しているため、引率者が施設職員の許可を得て入場する。

※北海岸入場可能時間（９：００～１７：００）

○ 北海岸の海は、立入及び遊泳禁止のため、引率者が責任をもって研修生の安全管理をする。

※北海岸での諸注意

①海に入らない。

②裸足にならない（サンダル不可）。

③危険な漂流物や生き物には触らない（液体の入った容器・注射針・ヒョウモンダコなど）。

④砂を投げたり、蹴ったりしない。

○ 特に夏季は、北海岸での熱中症に注意する。

※暑さ指数が「30」を越えた場合は、松林内の広場で実施する

○ 周囲に十分注意してプレーをする。

○ スキットル（木製のピン）が飛んでいく可能性を考慮し、安全ゾーンを設ける。

○ 北海岸での活動終了後は、衣服や靴についた砂をよく落とし、館内に持ち込まないようにする。

2.めあて

4.実施上の留意点

3.準備

海の家

団体

福岡市海の中道青少年海の家
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１.活動概要

～野外活動～

ビーチモルック



◎･･･引率者の動き　　○･･･研修生の動き　　▼･･･施設職員の動き

▼活動の説明と北海岸での諸注意をする。 ●各コートの位置を事前に確認しておく。

●トーナメント方式も可能。

◇ルール

・砂浜に並べられたスキットルめがけて、モルックを ※スキットル … 木製のピン

　投げる。 ※モルック … 木製の投げる棒

・倒れたスキットルの本数またはスキットルの数字を

　カウントする。

　例）　・スキットル1本　→　スキットルの数字が点数

　　　　 　　　　　・スキットル3本　→　倒れた本数が点数

　※スキットルが完全に倒れないと点数はカウント

　　　されない。

・50点を先取した時点で終了。

　※50点を越えた場合は、25点にもどり競技続行

○話を聞く。

▼道具を配布する ●物品の個数を確認する。

○道具を受け取る。

▼北海岸へ引率する。 ●絶対に海に入らないように注意する。

○北海岸へ移動する。 ●危険な漂流物や生き物には触らせない

  （液体の入った容器・注射針、ヒョウモンダコなど）。

●砂を投げたり、蹴ったりさせない。

▼各班のコートを決め、道具をセッティングをさせる。

○決められたコートへ移動し、道具をセッティング

　　する。

◎道具セッティングのサポートをする。

▼すべてのコートの道具のセッティングが終わった ●終了時刻を決めておく。

　　ことが確認できたら、競技開始の合図をする。 ●投げる方向に人がいないか確認する。

○競技を開始する。 ●モルックの投げ方は「下投げ」厳守。

◎安全管理をする。

▼まとめを行う ●表彰状などを用意しておくと効果的。

○話を聞く。

▼砂落としについて説明する。 ●北海岸入口の芝生の上で、衣服や靴についた砂を

○砂落としをする。    落とさせる。

◎▼道具を返却させる。 ●物品の個数と破損がないかを確認する。

○道具を返却する。

a. ：

b. ：

c. ：

d. ：

e. ：

f. ：

ｇ. ：

（２０分）

全体説明

目安時間 活動内容 留意点

5.活動のながれ

定員

道具の配布

まとめ

（１０分）

活動

９０分）

実施場所

所要時間

実施可能な天候

実施可能時期

関連教科

※道具の数に限りがあるため、定員を超える場合は要相談

写真

北海岸（松林内の広場）

（３０分～

道具の回収

小学生以上　

保健体育科

通年

荒天時以外

対象学年

１時間～２時間程度　※調整可能

最大175名程度


